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サルの下側頭葉皮質後半部TEO野は,視覚物体認識に関わる腹側視覚経路において, V4の次段
階,TE野の前段階に位置する.本研究では,TEO野における視覚刺激や刺激呈示位置の表現様式を調
r<るために,麻酔不動化されたサルに様々な図形を呈示し, TEO野の背側領域において内因性光学信
号と細胞外活動電位の記録を行った.視覚刺激 (視野角4度以下)を,中心視領域または偏心皮 12度
の4点のうち1点に呈示した. 刺激呈示により,視覚刺激の種類に依存した空間分布をもつ内因性信
号が計測された.刺激呈示位置により信号の強度が変化し,位置によっては反応を誘発しなかった.同
じ視覚刺激が2ヶ所以上の呈示位置で信号を誘発した場合には,TEO野内での内因性信号の空間分布
は互いに似ていた.あや刺激に対して強い光学信号が誘発された領域の神経細胞の多くは,その刺激に
対してスパイク発火頻度の増加を示すものの,個々の細胞の受容野は小さく,上の5点を含まないこと
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